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流山市立図書館資料収集方針  

 

１  目的  

すべての市民の関心、知識及び情報の収得、レクリエーション等に

資する資料を、図書館法、流山市立図書館設置等に関する条例、及び

流山市立図書館管理規則に基づき、予算の範囲内で、計画的かつ組織

的に収集し管理することにより、所蔵資料を継続的に形成するための

資料収集方針を次のとおり定める。  

２  資料収集の基本方針  

（１）資料収集の目的  

  ア  コミュニティの諸問題に対処するための地域資料を収集する。  

  イ  あらゆる年齢層の成人に広く興味のある資料や大衆に好まれる

資料を収集する。  

  ウ  一般的なレファレンスサービスとして、市民に対して時宜にか

なった正確で有用な情報を積極的に提供するための資料を収集す

る。  

  エ  児童生徒に対するサービスに資するとともに、学校との連携に

資する資料を収集する。  

  オ  幼児とその親の両者へ働きかけ、幼児が読書や学習への関心を

高めることに資する資料を収集する。  

  カ  高齢者に対するサービスの充実に資する資料を収集する。  

  キ  障がい者に対するサービスの充実に資する資料を収集する。  

（２）資料収集の基本方針  

  ア  市民が利用するための資料を収集する。  

  イ  市民一人一人に、その人の求める資料を提供できる収集に努め

る。  

  ウ  常に社会の動向に留意し、新鮮で豊富な資料の充実を目指す。  

エ  蔵書全体の構 成、数量、バラン ス、及び利用度等 を考慮し、

利用者の立場に立った収集、選択を心がける。  

  個人で購入す るには高価な資料 で、価値のあるも のについて
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は、積極的に図書館で揃える。  

  オ  「図書館の自由に関する宣言」（日本図書館協会１９５４年採  

択、１９７９年改訂）のうち、以下の文言を引用し、その言葉自

身の意味することを本収集方針とする。  

（ア）図書館は資料収集の自由を有する。  

（イ）図書館は資料提供の自由を有する。  

（ウ）図書館は利用者の秘密を守る。  

（エ）図書館はすべての検閲に反対する。  

（オ）多様な、対 立する意見のある 問題については、 それぞれの

観点に立つ資料を幅広く収集する。  

（カ）著者の思想 的、宗教的、党派 的立場にとらわれ て、その著

作を排除することはしない。  

（キ）図書館員の個人的な関心や好みによって選択をしない。  

（ク）個人・組織 ・団体からの圧力 や干渉によって収 集の自由を

放棄したり、紛糾をおそれて自己規制したりはしない。  

（ケ）寄贈資料の受入にあたっても同様である。  

（コ）図書館の収 集した資料がどの ような思想や主張 をもってい

ようと も、 それ を 図書館 およ び図 書 館員が 支持 する こ とを意

味するものではない。  

カ  収集する資料の種類は、次のとおりとする。  

（ア）  図書（一般図書、参考図書、児童書）  

（イ）  地域資料（郷土資料、地方行政資料）  

（ウ）  政府刊行物  

（エ）  逐次刊行物（新聞、雑誌、その他）  

（オ）  視聴覚資料  

（カ）  電子メディア  

（キ）  障がい者用資料  

（ク）  その他  

キ  資料の収集方 法は、購入、寄贈 、配布、寄託、交 換 、複製等

による。  
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ク  図書館資料の選定は、専門職員を中心に図書館職員全員が行

い、中央図書館長が収集及び選定について専決する。  

ケ  寄 贈 図 書 に つ い て は 、 寄 贈 を 受 け る と き は 寄 贈 申 込 書 に

記 入 し て も ら い 、 寄 贈 図 書 の 処 理 に つ い て は 図 書 館 に 任 せ

て も ら う 旨 の 確 認 を す る 。  

コ  複本は、利用 と保存を考慮し、 次のものを必要に 応じて検討

する。  

（ア）  利用頻度の高い図書  

（イ）  郷土資料  

サ  汚損、破損等による図書の補充は、次の事項を考慮し行う。  

（ア）  複本の有無  

（イ）  その分野における代替本の有無  

（ウ）  同一図書で、増補、改訂又は類似の版の有無  

３  資料種類別収集方針  

（ １ ） 一 般 図 書  

次 の 点 に 留 意 し 選 定 す る 。  

ア  各 分 野 に お い て 、 入 門 ・ 中 級 ・ 専 門 と 段 階 的 な 選 定 を 行

う 。 た だ し 、 特 殊 で 高 度 な 専 門 書 は 選 定 し な い 。  

イ  社 会 の 動 き 、 利 用 者 の ニ ー ズ を 速 や か に 捉 え 、 蔵 書 評 価

に よ り 適 正 な 蔵 書 構 成 を 図 る と と も に 、 適 宜 廃 棄 を 行 い 蔵

書 の 新 鮮 化 に 努 め る 。  

ウ  収 集 す る 資 料 は 、 図 書 、 逐 次 刊 行 物 、 郷 土 ・ 行 政 資 料 、

視 聴 覚 資 料 、 そ の 他 形 態 や 媒 体 を 問 わ ず 必 要 な 資 料 と す る 。  

エ  宗 教 ・ 思 想 に 関 す る も の は 、 特 定 の 宗 派 ・ 思 想 に 偏 ら ず 、

幅 広 く 選 定 す る 。  

オ  特 定 の 人 物 ・ 団 体 の 中 傷 を 目 的 と し て 書 か れ た も の は 選

定 し な い 。  

カ  学 習 参 考 書 ・ 問 題 集 は 選 定 し な い 。  

キ  暴 力 を 興 味 本 位 に 扱 っ た も の は 選 定 し な い 。  

ク  性 に つ い て 興 味 本 位 に 書 か れ た も の は 選 定 し な い 。  
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ケ  一 枚 も の の 楽 譜 は 選 定 し な い 。  

コ  マ ン ガ に つ い て は 、 一 定 の 評 価 を 得 た も の は 選 定 す る が 、

そ れ 以 外 は 十 分 検 討 す る 。  

サ  全 集 ・ シ リ ー ズ も の は 、 同 種 の も の を 十 分 比 較 検 討 し 選

定 す る 。 ま た 、 部 分 購 入 か 全 巻 購 入 か も 十 分 検 討 す る 。  

シ  新 書 は 、 時 代 の キ ー ワ ー ド を タ イ ム リ ー に か つ コ ン パ ク

ト に 解 説 し て い る も の で あ る こ と か ら 、 必 要 に 応 じ て 収 集

す る 。  

ス  文 庫 本 は 、 文 庫 オ リ ジ ナ ル や 加 筆 ・ 訂 正 の 行 き 届 い た ノ

ン フ ィ ク シ ョ ン 等 を 除 き 、 単 行 本 と の 重 複 を 避 け て 必 要 に

応 じ て 収 集 す る 。  

セ  図 書 館 利 用 に 障 が い の あ る 人 及 び 高 齢 者 の た め に 、 録 音

図 書 、 大 活 字 本 等 を 収 集 す る 。  

（ ２ ） 参 考 図 書  

一 般 図 書 に 準 ず る が 、 市 民 の 調 査 研 究 の た め に 必 要 な 辞 典 、

事 典 、 年 鑑 、 白 書 、 法 規 類 、 地 図 等 を 幅 広 く 収 集 す る 。 特 に

学 術 的 、 社 会 的 に 価 値 あ る 資 料 を 選 定 し 、 次 の 点 に 留 意 す る 。  

ア  内 容 が 正 確 で 記 述 に す ぐ れ 、 索 引 の 見 や す い も の を 選 定

す る 。  

イ  内 容 が 一 貫 性 を 欠 き 、 著 者 や 執 筆 者 が は っ き り し な い も

の は 選 定 し な い 。  

ウ  製 本 、 装 丁 、 用 紙 等 が 繰 り 返 し 使 用 に 耐 え ら れ る も の を

選 定 す る 。  

エ  継 続 的 に 購 入 す る も の や 、 巻 数 が 順 番 ど お り に 出 版 し な

い も の は 、 欠 落 が な い よ う に 選 定 す る 。  

（ ３ ） 地 域 資 料 （ 郷 土 資 料 、 地 方 行 政 資 料 ）  

  郷 土 を 理 解 し 、 研 究 す る た め に 不 可 欠 な 地 域 資 料 は 、 図

書 ・ 新 聞 ・ 雑 誌 ・ 逐 次 刊 行 物 ・ パ ン フ レ ッ ト ・ 地 図 等 、 可 能

な 限 り 積 極 的 に 収 集 す る 。  

ア  郷 土 地 域 に つ い て 書 か れ た も の  
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 （ ア ） 郷 土 地 域 に 関 す る 歴 史  

 （ イ ） 郷 土 に 関 す る 地 誌  

 （ ウ ） 神 社 ・ 仏 閣 等 に 関 す る も の  

(エ )  行 政 ・ 経 済 ・ 文 化 に 関 す る も の  

（ オ ） 伝 説 ・ 民 話 ・ 慣 習 ・ 年 中 行 事 に 関 す る も の  

（ カ ） 芸 能 に 関 す る も の  

（ キ）特色ある資料として、オオタカ、利根運河、新選組、みりん、

小林一茶、小金牧等に関するものを重点的に収集する。  

（ ク ） そ の 他  

イ  郷 土 在 住 者 が 書 い た も の  

ウ  郷 土 出 身 者 ・ 郷 土 在 職 者 が 流 山 に 関 し て 書 い た も の  

エ  郷 土 で 発 行 さ れ た も の  

（ ア ） 市 役 所 及 び そ の 他 の 各 種 団 体 が 発 行 し た も の  

（ イ ） 市 内 の 出 版 社 の 刊 行 物  

オ  郷 土 資 料 に 準 ず る も の  

千 葉 県 ・ 県 内 の 他 市 町 村 に 関 す る 資 料 は 、 基 本 的 ・ 歴 史

的 資 料 及 び 、 流 山 市 に 特 に 関 係 あ る 資 料 を 中 心 に 収 集 す る 。  

（４）児童書  

  児 童 が 読 書 の 喜 び ・ 楽 し さ を 発 見 す る の を 助 け 、 次 代 を 担

う 子 ど も の 健 全 な 人 間 形 成 の 促 進 を 図 る こ と を 目 的 に 、 児 童

書 の 選 定 基 準 を 設 け る 。 ま た 、 学 校 図 書 館 等 へ の 支 援 協 力 を

考 慮 し 、 調 べ 学 習 に 役 立 つ 資 料 の 収 集 に も 配 慮 す る 。 ヤ ン グ

ア ダ ル ト 図 書 に つ い て は 、 中 ・ 高 校 生 世 代 を 対 象 に 教 養 ・ 娯

楽 ・ 実 用 書 等 に わ た り 、 こ れ か ら の 生 涯 設 計 に 役 立 つ 関 心 の

高 い 資 料 を 収 集 す る 。  

ア  選 定 の 基 本 理 念  

（ ア ）  子 ど も の 持 つ 無 限 の 想 像 力 に 応 え 、 心 の 成 長 、 創 造 性

を 切 り 開 き 促 進 す る 契 機 に な る か 。  

（ イ ）  真 実 を 伝 え 、 公 正 な 考 え に 基 づ い て い る か 。  

（ ウ ）  健 全 な の び の び し た 生 活 感 情 が み な ぎ っ て い る か 。  
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（ エ ）  子 ど も の 持 つ 美 し い 心 の 成 長 に 適 い 、 正 義 感 、 真 理 、

真 実 な ど の 探 究 心 を 育 て る も の か 。  

（ オ ）  人 間 の 尊 厳 を 捉 え 、 自 己 確 立 と 批 判 精 神 を 備 え て い る

か 。  

（ カ ）  人 間 が 取 り 巻 く 自 然 、 社 会 に つ い て 、 正 し く 認 識 で き

る か 。  

（ キ ）  人 類 が 積 み 上 げ て き た 文 化 遺 産 に 尊 敬 の 心 を 抱 か せ ら

れ る か 。  

（ ク ）  平 和 と 民 主 主 義 的 国 際 理 解 を 育 て る も の か 。  

イ  選 定 の 共 通 事 項  

選 定 の 際 、 一 般 的 要 素 と し て 、 内 容 的 要 素 ・ 表 現 的 要

素 ・ 外 観 的 要 素 に つ い て 十 分 検 討 を す る 。  

（ ア ） 内 容 的 要 素  

    ア ） 知 識 は 、 正 確 で わ か り や す く 公 正 で 、 か つ 時 代 の 進

歩 に 応 じ 論 理 的 に 発 展 し て い る か 。  

    イ ） 俗 悪 に 流 れ ず 、 健 全 で 文 学 性 が あ り 、 子 ど も に 想 像

力 を 持 た せ 、 感 情 を 豊 か に さ せ る こ と が で き る か 。    

ウ ） 子 ど も の 要 求 や 能 力 に 合 致 し 、 経 験 を 充 実 さ せ る こ

と が で き る か 。  

（ イ ） 表 現 的 要 素  

ア ） 読 者 の 発 展 的 段 階 に 適 し た 表 現 を 用 い 、 そ れ が 内 容

を 表 す の に 十 分 で あ る か 。 ま た 、 子 ど も の 心 情 を 豊 か

に す る よ う 叙 述 さ れ て い る か 。  

イ ） 文 章 は 明 確 で 理 解 さ れ や す い 正 し い 文 章 か 。 漢 字 ・

仮 名 づ か い が 標 準 に 合 格 し て い る か 。 明 瞭 で 正 確 な 写

真 ・ 絵 画 ・ グ ラ フ ・ 図 表 な ど に よ り 視 覚 化 さ れ 、 子 ど

も の 理 解 を 助 け て い る か 。  

ウ ） 翻 訳 は 、 原 文 の 意 味 を 正 確 に 伝 え 、 理 解 し や す い か 。

ま た 、 原 著 に つ い て 解 説 が 付 け て あ る か 。  

（ ウ ） 外 観 的 要 素  
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ア ） 高 い 利 用 頻 度 に 耐 え ら れ る 製 本 ・ 装 丁 で あ る か 。  

    イ ） 用 紙 が 印 刷 ・ 読 書 に 適 し て お り 、 写 真 が 鮮 明 で 美 し

く 、 活 字 の 大 き さ ・ 行 間 の 余 白 が 適 当 で あ る か 。  

ウ ） 書 名 ・ 目 次 ・ 索 引 ・ 参 考 文 献 な ど 本 の 構 成 が 適 当 で

あ る か 。 著 者 ・ 出 版 社 が 信 頼 で き る か 。 ま た 、 価 格 が

適 当 で 、 容 易 に 購 入 で き る か 。  

ウ  選 定 の 具 体 的 基 準  

（ ア ） 絵 本  

  絵 本 は 、 子 ど も が 最 初 に 出 会 う 本 で あ る 。 故 に 、 子 ど も

の 知 的 ・ 情 緒 的 経 験 を 広 げ 、 想 像 力 を 豊 か に 養 う も の を 収

集 す る 。  

ア ） 絵 と 本 文 が 一 致 し て い る か 。  

イ ） 絵 が 見 る も の に 訴 え か け る も の を も っ て い る か 。  

    ウ ） 絵 が 文 と 一 体 と な っ て 、 物 語 や 知 識 を 伝 え て い る か 。  

    エ ） 構 図 が し っ か り し て い る か 。  

    オ ） 子 ど も に ふ さ わ し い 暖 か み が あ る 絵 か 。  

    カ ） ス ト ー リ ー が 子 ど も に ふ さ わ し い も の か 。  

キ ） 何 年 も 読 み つ が れ て き た も の か （ 新 刊 本 を 除 く ）。  

（ イ ） フ ィ ク シ ョ ン  

ア ） 子 ど も の 視 野 を 広 げ 、 豊 か な 想 像 力 や 空 想 力 を 養 い 、

温 か な 感 動 を 与 え 成 長 の 糧 と な る 本 か 。  

イ ） 著 者 の 考 え が は っ き り と 出 て い る か 。  

ウ ） ス ト ー リ ー に 起 承 転 結 が あ り 、 結 末 が 十 分 納 得 の い

く も の か 。 ス ト ー リ ー に 無 理 が な い か 。  

エ ） 外 国 文 学 は 、 ダ イ ジ ェ ス ト 版 で な く 、 原 作 に 忠 実 に

訳 さ れ た も の か 。 良 い 翻 訳 で 、 原 作 の 魅 力 を よ く 伝 え

て い る か 。  

オ ） 古 典 ・ 伝 説 は 、 文 学 と し て 一 定 の 評 価 を 得 て お り 、

現 在 ま で 子 ど も に 読 み つ が れ て き た も の か 。  

カ ） 民 話 ・ 昔 話 は 、 そ の 持 っ て い る 内 容 （ 主 題 ・ 筋 運
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び ・ 人 物 像 ） と 、 形 式 （ 語 り 口 ・ こ と ば ） を 正 し く 捉

え て い る か 。  

キ ） 再 話 は 、 す ぐ れ た 原 話 の そ れ で あ る か 。  

ク ） 詩 ・ 童 謡 等 は 、 こ と ば の リ ズ ム が 適 切 か 。  

（ ウ ） 知 識 の 本 ・ 参 考 図 書  

    ア ） 著 者 が 、 本 の 題 材 に つ い て ど れ ほ ど 理 解 し 、 知 識 を

持 っ て い る か 。 著 者 の 資 格 ・ 学 歴 ・ 経 験 も 参 考 に す る 。  

    イ ） 新 し い 科 学 的 情 報 ・ 最 新 の 発 見 が 盛 り 込 ま れ て い る

か 。  

    ウ ） 絵 や 写 真 が 正 確 か 。 ま た 、 細 部 ま で き ち ん と 描 写 さ

れ て い る か 。  

エ ） 観 察 し 、 記 録 さ れ た こ と が 事 実 に 基 づ い て い る か 。  

オ ） 統 計 、 グ ラ フ ・ 図 表 ・ 地 図 ・ 挿 し 絵 等 の 資 料 は 新 し

い か 。 そ れ ら の 出 典 は 明 確 か 。  

カ ） 十 分 な 索 引 ・ 目 次 が 整 備 さ れ 、 書 誌 的 事 項 が 明 確 か 。  

キ ） 対 象 と す る 読 者 に 対 し て 、 内 容 ・ 表 現 が 、 年 齢 に ふ

さ わ し い か 。 理 解 し や す い 内 容 か 。  

（ エ ） 伝 記  

ア ） 被 伝 者 の 行 動 や 業 績 が 、 歴 史 的 ・ 社 会 的 背 景 と の か

か わ り あ い の 中 で 描 か れ て い る か 。  

イ ） 被 伝 者 の 生 活 の 全 面 が 、 欠 点 も 含 め て 人 間 的 に 捉 え

ら れ 、 人 間 描 写 が 生 き 生 き と し て い て 、 一 貫 性 が あ る

か 。  

ウ ） 生 涯 史 と な っ て い る か 。  

エ ） 作 者 と 被 伝 者 と の か か わ り に 、 意 義 が 認 め ら れ る か 。  

オ ） 作 品 に 現 代 的 意 義 が 認 め ら れ て い る か 。  

カ ） 文 学 的 形 象 性 が 豊 か で 、 感 動 深 い 作 品 と な っ て い る

か 。  

キ ） 記 述 に 誤 り が な い か 。 真 実 の 姿 を 伝 え て い る か 。  

ク ） 被 伝 者 を よ り 理 解 す る た め に 、 年 譜 や 写 真 ・ 図 版 等
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が 豊 富 か 。  

（ オ ） 実 用 書 （ 娯 楽 ・ 図 工 ・ ス ポ ー ツ ・ 家 事 等 ）  

ア ） 子 ど も に 興 味 あ る も の で 、 楽 し め る も の か 。  

イ ） わ か り や す く 、 丁 寧 に 説 明 さ れ て い る か 。  

    ウ ） 内 容 ・ 図 ・ 写 真 が 正 確 で 適 切 か 。  

エ ） 子 ど も の 生 活 に 役 立 ち 、 自 分 で 工 夫 を こ ら す こ と が

で き る も の か 。  

（ ５ ） 逐 次 刊 行 物  

ア  雑 誌  

（ ア ） 内 容 、 質 的 に す ぐ れ 、 か つ 、 人 気 が あ り 、 広 く 読 ま れ

て い て 利 用 が 高 い と 思 わ れ る も の を 選 定 す る 。  

（ イ ） 総 合 誌 、 一 般 誌 、 娯 楽 誌 、 週 刊 誌 な ど 幅 広 い 範 囲 か ら

選 定 す る 。  

イ  新 聞 ・ 官 報 ・ 県 報  

主 要 全 国 紙 を 中 心 に 収 集 し 、 官 報 ・ 県 報 も 収 集 す る 。 た

だ し 、 専 門 紙 に つ い て は 必 要 な も の を 厳 選 す る 。  

（ ６ ） 視 聴 覚 資 料  

   流 山 市 立 図 書 館 の 視 聴 覚 資 料 は 、 公 共 図 書 館 と し て の 性 格

を 考 慮 し た う え で 、 あ ら ゆ る 利 用 者 に 応 え ら れ る よ う 幅 広 い

分 野 の 資 料 を 、 そ し て 長 期 に わ た っ て 多 く の 利 用 が 見 込 ま れ

る 資 料 を 収 集 す る 。  

  ア  収 集 す る 視 聴 覚 資 料  

    主 に 文 字 以 外 の 表 現 方 法 で 記 録 さ れ て い る 録 音 資 料 で 、

コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ Ｃ Ｄ ）、 Ｄ Ｖ Ｄ 及 び 新 種 の 媒 体 資 料 と

す る 。  

  イ  選 定 上 の 留 意 点  

  （ ア ） 書 籍 、 雑 誌 、 新 聞 、 テ レ ビ な ど の 評 価 を 参 考 に し て 選

定 す る 。  

  （ イ ） 各 ジ ャ ン ル の バ ラ ン ス を 考 慮 し て 選 定 す る 。  

  （ ウ ） 基 本 的 に は 、 新 譜 を 中 心 に 選 定 す る 。 た だ し 破 損 等 に
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よ る 補 充 に つ い て は そ の 限 り で は な い 。  

  （ エ ） 利 用 者 の 意 見 、 要 望 も 考 慮 す る 。  

  ウ  コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ Ｃ Ｄ ） 選 定 上 の ジ ャ ン ル 別 留 意 点  

  （ ア ） ク ラ シ ッ ク 音 楽  

     交 響 曲 、 管 弦 楽 曲 、 協 奏 曲 、 室 内 楽 曲 、 オ ペ ラ 、 現 代

音 楽 、 そ の 他  

    ア ） 主 要 な 作 曲 家 、 指 揮 者 、 演 奏 家 の 作 品  

    イ ） 賞 を 受 賞 し た 作 品  

    ウ ） 名 曲 集  

  （ イ ） ポ ピ ュ ラ ー 音 楽  

     ジ ャ ズ 、 ロ ッ ク 、 ポ ッ プ ス 、 ソ ウ ル 、 シ ャ ン ソ ン 、 映

画 音 楽 、 ミ ュ ー ジ カ ル 、 ア メ リ カ 音 楽 、 日 本 の ポ ピ ュ ラ

ー ソ ン グ 、 そ の 他  

    ア ） 評 価 の 高 い ア ー テ ィ ス ト の 作 品  

    イ ） 曲 、 演 奏 、 録 音 の 評 価 の 高 い 作 品  

    ウ ） 話 題 性 、 批 評 を 参 考 に す る 。  

  （ ウ ） 芸 能  

     落 語 、 浪 曲 、 そ の 他  

    ア ） 評 価 の 高 い ア ー テ ィ ス ト の 作 品  

    イ ） 曲 、 演 奏 、 録 音 の 評 価 の 高 い 作 品  

    ウ ） 日 本 独 自 の 大 衆 文 化 と し て 親 し ま れ た 作 品 を 幅 広 く

収 集 す る 。  

  （ エ ） 邦 楽  

     詩 吟 、 民 謡 、 そ の 他  

    ア ） 名 曲 集 、 全 集  

    イ ） 曲 、 演 奏 、 録 音 の 評 価 の 高 い 作 品  

    ウ ） 日 本 の 伝 統 を 伝 え る 貴 重 な 作 品 な の で 幅 広 く 収 集 す

る 。  

  （ オ ） 童 謡 等  

     児 童 音 楽 、 童 謡 、 そ の 他  
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     多 く の 利 用 が 見 込 ま れ る た め 幅 広 く 収 集 す る 。  

  （ カ ） 文 学 、 語 学  

     朗 読 、 そ の 他  

     各 国 の 語 学 を 幅 広 く 収 集 す る 。  

  （ キ ） そ の 他  

エ  映 像 資 料  

  （ ア ） 映 画 史 、 文 化 史 な ど で 重 要 で あ る と 評 価 さ れ て い る 資

料 、 お よ び 作 品 と し て の 評 価 の 高 い 資 料 を 収 集 す る 。  

  （ イ ） あ ら ゆ る 世 代 の 利 用 者 の 要 求 に 応 え ら れ る よ う な 幅 広

い 分 野 の 資 料 を 収 集 す る 。  

  （ ウ ） 収 集 に 際 し て は 、 著 作 権 上 、 図 書 館 の 資 料 と し て 問 題

の な い も の を 収 集 す る 。  

  （ エ ） メ デ ィ ア の 進 展 に あ わ せ て 適 切 な 資 料 を 検 討 し て 収 集

す る 。  

４  その他  

所蔵資料が新しいニーズに応じて常に成長するために、資料収集方

針の継続的な見直しを行うものとする。  

 

 本資料収集方針は、平成２２年８月３１日から施行する。  


